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はじめに
東北日本弧前弧域のテクトニクスは，日本海
溝における太平洋プレートの沈み込みの影響を
強く反映すると考えられる．この前弧域では，
プレート沈み込みに伴う歪の蓄積と海溝型地震
サイクルを介した弾性歪解放のプロセスによっ
て，脊梁山地や背弧域とは異なり，時間スケー
ルに依存して垂直変動（隆起・沈降）の傾向が
変化する（池田ほか，2012）．しかし，段丘
の情報に基づく地質学的時間スケールの垂直変
動については，特に本地域は河成段丘の分布が
乏しく，内陸部を含めた山地全域での定量的議
論が十分とは言えない．したがって，他手法に
よる地質学的時間スケールの隆起・削剥データ
に基づく，前弧域の詳細な隆起・削剥史の推定
が重要となる．本研究では熱年代学を用いて北
上山地の削剥史の推定を試みた． 

手法
北上山地に産する白亜紀花崗岩類について，
岩体の形成年代と地殻浅部における冷却・削剥
史の解明を目的に，ジルコンウラン－鉛       
(Z U-Pb) とアパタイトフィッション・トラック
（AFT）年代測定を行った．加えて北上山地東
縁の浄土ヶ浜に露出する古第三紀流紋岩につい
て，その熱影響評価と活動時期推定を目的に

Z U-Pb年代測定を実施した．また，北上山地
中央部に位置する早池峰山付近の試料について
はHeFTy（Ketcham, 2005）を用いてトラッ
ク長分布による熱史逆解析を行った．これらの
結果を踏まえて，熱年代学による解釈のもと北
上山地の隆起・削剥史を推定した．

結果・考察
白亜紀花崗岩類については156.8～70.3 Ma
のAFT年代（15試料），122.7～117.3 Ma　 
(2試料) のZ U-Pb年代が得られた．また，浄
土ヶ浜の古第三紀流紋岩については，
44.3 ± 1.1（2σ, n=30） MaのZ U-Pb年代が
得られた．また北上山地中央部における本研究
および先行研究で得られたAFT年代を東経に対
してプロットしたところ，西方への若返りが見
られた（図1）．この原因には火山フロントの
移動（Yoshida et al., 2014）に伴う熱影響の
可能性が考えられるが，浄土ヶ浜で生じた　
44 Ma頃の火成活動が周辺の白亜紀花崗岩の
AFT年代値に影響したと仮定すると，浄土ヶ浜
流紋岩体の中心部に向かってAFT年代値は若返
ると期待される．しかしながら，北上山地で得
られているAFT年代からはこのような結果は得
られなかった．また，トラック長分布を利用し
た熱史逆解析結果は単純な徐冷パターンを示
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図1．北上山地における東経VS.年代プロット
AFT年代の既報値は後藤（2001）と福田 未公表による．

し，再加熱を示唆する結果は得られなかった．
したがって，AFT年代においては火山フロント
の移動に伴う熱イベントの影響は無視できると
考えられる．以上より，北上山地の地温勾配が
一様で年代値の西方若化が山地の削剥によるも
のとすると，西側が比較的速い平均削剥速度を
持っていると考えられる．この削剥史は，白亜
紀深成岩よりも浅部に存在するはずの白亜紀火
山岩類の分布が主に東部にまとまっており，西
部では見られない（削剥された可能性）という
地質学的な特徴と整合的である． 今後の課題
として，より詳細な東西傾向の議論を行うため
に①追加分析による各年代データの精度や確度
の向上，②分析地点数の増加，また異なる時間
スケールに関して③AFT法に閉鎖温度の地塊ア
パタイトHe法による地質学的検討，④超低温
熱年代計（ESR法（King et al., 2020）など）
の適用，などが挙げられる． 
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